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研究目的： 
冠動脈バイパス術は，狭心症に対する左冠動脈主幹部病変，3 枝病変に対して施行され患者の
生命予後を改善してきた．2000 年に Higami が超音波メスによる内胸動脈採取法を発表し，内
胸動脈を skeletonize で採取することでそのグラフト長が延長され，前下行枝以外の箇所にも
吻合可能となり革命をもたらした．また，採取時間も短縮され両側内胸動脈の使用が一般的に
なりその長期開存も証明されている．それと比較すると胃大網動脈の長期開存がやや劣ること
は臨床上証明されている．その組織学的差異を検討する． 
 
研究方法： 
当院における冠動脈バイパス術患者で両側内胸動脈と胃大網動脈を使用した患者を対象と
した．吻合前の血管組織断端を採取し，病理学的に評価を行った．染色としては H.E.染色
と EVG 染色を併用した．Osirix MD にて各組織における内膜厚，中膜厚，内膜面積，中膜
面積を測定した．厚さに関しては 45度ずつ測定しその平均を用いた． 
 
研究結果: 
 2006 年 01 月から 2014 年 08 月まで両側内胸動脈と胃大網動脈を使用した患者で病理組
織を検討できた症例は 83症例であった．両側の内胸動脈で組織学的に左右差は無かった．
また，胃大網動脈は内胸動脈と比較すると内膜が約３倍肥厚していた．その他内膜面積に
関しては差を認めたが中膜の状態に関しては差を認めなかった．胃大網動脈は糖尿病イン
スリン使用患者が肥厚の危険因子であった．対して内胸動脈はその肥厚に関しての危険因
子を認めなかった．内胸動脈は動脈硬化の危険因子に関わらず，その内膜は肥厚しにくい． 
 
考察・結論: 
胃大網動脈は元々内膜肥厚が強く，個体差が大きく，インスリン使用がその内膜肥厚の危
険因子であった．それに対して，内胸動脈は個体差が少なくまた動脈硬化の危険因子の影
響を受けにくい．また左右の内胸動脈の構造は同等であった． 
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結果の要旨 
 本研究の目的は(1)内胸動脈が他のバイパスグラフトと組織学的に異なる性質を有する
(2)内胸動脈は動脈硬化危険因子の影響を受けにくいという仮説の基に同一患者より採取し
た左内胸動脈，右内胸動脈， 右胃大網動脈を組織学的に検討した． 
組織学的所見とその患者因子を検討し(1)内側内胸動脈はその左右差がなく(2)内胸動脈
は右胃大網動脈と比較して内膜肥厚を生じにくく(3)内胸動脈は動脈硬化の危険因子の影響
を受けにくいという結果を得た．同一患者に於ける両側内胸動脈と右胃大網動脈を組織学
的に比較し，さらに患者背景とその内膜肥厚に関与する危険因子の検討を詳細に行った新
しい知見であり医学博士授与に値する優れた研究結果であるとの評価を審査委員全員から
得た． 
 
